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電子売上過去最高を記録電子売上過去最高を記録
PUBNAVIが支える電子書籍事業PUBNAVIが支える電子書籍事業

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

新たなオフィスに設
けたライブラリー

　株式会社イースト・プレスの電子書籍事
業は、今年 2 月に過去最高売上を記録する
など、近年成長を続けている。2025 年春に、
出版 ERP に続いて光和コンピューターの
SaaS 型電子書籍売上・印税管理システム

「PUBNAVI」を導入し、印税支払いの手間
を大幅に削減。事業拡大を支えている。

株式会社イースト・プレス
設　立：1989 年 4 月 5 日
代表者：永田和泉
従業員：32 人（2025 年 9 月 30 日現在）
資本金：2220 万円
所在地：〒 101－0054
東京都千代田区神田錦町 3-17 廣瀬ビル 7階

PUBNAVI 導入で
　　　　作業負担大幅減
PUBNAVI の導入について、印税計算を担当

する鈴木部長は、「それまで電子書籍の印税計算
は Excel への手入力でした。それを何とかでき
ないかと考えていたところ、販売管理などのシス
テムを利用してきた光和コンピューターから提案
をいただきました」と経緯を説明する。

　同社は一般書籍、ビジネス書、翻訳書、コミック、
単行本、児童書、小説などを刊行する中堅の総合
書籍出版社。年間 120 タイトルほどの新刊を刊行
する。新刊のうち単行本の割合が 55％、コミッ
クおよび文庫の割合が 45％となっており、稼働
点数は 1900 タイトルほどだ。
　電子書籍はコミックが 8 割ほどを占める。単話
売りもあるため稼働点数は 7000 タイトルほどに
なる。ジャンルは BL、TL、一般女性向けのコミッ
クが中心だ。

「単話売り」に
　　　　注力し売上拡大

　同社の電子書籍刊行は早く、最初は草創期だっ
た 1990 年代後半。その後、10 年ほどたち、スマー
トフォンの普及で電子コミックの市場が拡大した
2010 年頃から、EPUB による電子書籍化を本格
化させた。

　以前は、印税計算用に組んだ Excel に、各電
子書店からの売上報告を入力し、電子書籍用の著
者マスタから印税率などの情報を転記して計算し
ていた。
　電子書店ごとにデータフォーマットはバラバラ
で、それを直しながらの毎月の売上入力に 2、３
日かけていた。さらに入力ミスを防ぐため、契約
書と照らし合わせるチェックも必要だった。

PUBNAVI 導入後、電子書店からの売上報告
入力作業は、異なるフォーマットも自動的に読み
込めるため、ドラッグ・アンド・ドロップで終了
する。この作業を毎月のルーティンにしておけば、
年 2 回の印税計算もワンクリックで処理できる。
印税率など契約情報も PUBNAVI の印税契約マ
スタに登録しておけば転記の必要がないので入力
ミスも発生しない。「劇的に楽になりました」と
鈴木部長は評価する。
　システムと社内コミュニケーション活性化で、
さらに電子書籍の売上拡大を目指している。

　現在では紙で刊行するコミッ
ク、書籍は基本的に全タイトル
を電子版でも発売している。コ
ミックとライトノベルは紙と電
子を同時発売し、一般書につい
ても同時発売に向けて社内体制
を整えている。
　コロナ禍以降、電子書籍売上
が急拡大し、売上全体の 4 割近
くに達している。市場の広がり

移転でコミュニケーショ
ン活性化

　同社は今年 1 月 19 日、事務所を現在の千代田
区神田錦町に移転した。「以前の事務所は編集と

い中村部長は「以前はフロア
が分かれていたのでどうして
もコミュニケーションを躊
躇（ちゅうちょ）することが
ありましたが、編集と隣接す
るようになってコミュニケー
ションのロスがなくなりまし
た」と効果を実感している。

それ以外の部署が 2 フロアに分かれていたため、
社内コミュニケーションをとりづらい環境でし
た。そこで、社内コミュニケーションがとりやす
い環境にしたく、ワンフロアの物件を探しました」
と総務部・鈴木直美部長。
　移転に際しては、各部署から立候補した 5 人の
引越しプロジェクトチームを立ち上げ、各部署か
らのヒアリングをもとに、レイアウトから棚、机

などの什器選定まで行った。棚は高さの低いもの
を中心に選定し、開放感を意識した。その分、約
半分の荷物を整理することになったが、全社員を
巻き込みワンチームとなってミッションに取り組
んだ。オフィス移転という思い切った環境の変化
により、チームビルディングにも一役買っている。
　電子書籍の販促で編集部門と相談することが多

　加えて、今年 2 月には売れ筋作品の岡野く仔著
『悪役令嬢に転生したら理想の部屋が手に入りま
した！ 2 』がブレイクしたことで、電子書籍の
月間売上で過去最高を達成した。
　同作品は 25 年 9 月に発売した 1 巻の売れ行き
が良く、2 巻の発売に合わせて各電子書店でこれ
までにない販促策を展開した。
「この作品は読者対象が広く、読んでいただけ

れば広がるという手応えを得ていたので、立ち読
みを通常の 15 ページから 40 ページに増やしまし
た」とデジタルコンテンツ部・中村郁子部長は話
す。この結果、値引きキャンペーンを行わなくて
も 1 巻に比べて 2 倍以上売れ行きが伸びた。

という環境要因も大きいが、電子コミックの配信
アプリに力を入れたことも奏功している。
　それまで電子書店での単行本中心だった販売
を、ここ 1 年ほどは LINE マンガやピッコマを
はじめとしたアプリによる「単話売り」を強化。
それにより売上のベースが上がった。

海外市場への熱い期待

メ
デ
ィ
ア
ド
ゥ
が
開
い
た
海
外

出
版
事
業
説
明
会
に
は
、
会
場
参

加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
合
わ
せ

て
４
３
７
人
が
参
加
し
た
。
同
社

が
ア
メ
リ
カ
で
日
本
マ
ン
ガ
を
数

多
く
刊
行
し
て
い
る
セ
ブ
ン
シ
ー

ズ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を

買
収
し
た
こ
と
に
伴
う
説
明
会
だ

が
、
国
内
出
版
社
の
海
外
市
場
に

対
す
る
期
待
の
高
さ
を
う
か
が
わ

せ
た
。

セ
ブ
ン
シ
ー
ズ
は
、
日
本
文
化

に
関
心
を
持
ち
、
自
ら
も
漫
画
を

描
く
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
デ
ア
ン
ジ
ェ

リ
ス
氏
が
２
０
０
４
年
に
創
業
。

年
間
１
０
０
０
タ
イ
ト
ル
以
上
を

刊
行
す
る
海
外
で
は
最
大
規
模
の

マ
ン
ガ
出
版
社
だ
。

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
し
た
海

外
市
場
で
は
、
コ
ミ
ッ
ク
も
電
子

で
読
ま
れ
る
割
合
は
10
％
程
度
と

低
く
、
紙
が
中
心
。
そ
の
た
め
、

海
外
市
場
へ
の
展
開
を
進
め
る
メ

デ
ィ
ア
ド
ゥ
は
、
紙
の
販
路
を
持

つ
セ
ブ
ン
シ
ー
ズ
を
傘
下
に
収
め

た
。
ち
な
み
に
、
セ
ブ
ン
シ
ー
ズ

の
販
売
・
流
通
を
担
う
の
は
、
講

談
社
米
国
法
人
も
利
用
す
る
出
版

総
合
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
ペ
ン
ギ

ン・ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス・パ
ブ
リ
ッ

シ
ャ
ー
・
サ
ー
ビ
シ
ー
ズ
だ
。

Ｂ
Ｌ
、
Ｔ
Ｌ
な
ど
女
性
向
け
コ

ミ
ッ
ク
な
ど
を
年
間
50
点
ほ
ど
刊

行
す
る
あ
る
出
版
社
で
は
、
こ
こ

数
年
、
海
外
へ
の
版
権
販
売
が
毎

年
30
％
ほ
ど
増
え
続
け
て
い
る
と

い
う
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
特
に
拡
大
し

て
い
る
海
外
で
の
日
本
出
版
物
へ

の
需
要
は
、
大
手
出
版
社
の
人
気

作
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
す
そ
野
が

拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
説

明
会
の
熱
気
に
も
つ
な
が
っ
て
い

た
。

【
星
野
渉
】

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
と
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
は
３
月
24
日
、
次
世
代
の
Ｉ
Ｐ
運
用
エ
コ
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
資
本
業
務
提
携
を
締
結
し
た
。
ク
リ
エ
イ
タ
ー

が
収
益
を
得
て
、
創
作
活
動
を
続
け
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
両
社
は
、
創
作

か
ら
流
通
、
収
益
化
、
権
利
保
護
ま
で
一
体
と
な
る
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

で
取
り
組
む
。

②
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
が

保
有
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の

一
部
に
お
い
て
「
ｎ
ｏ
ｔ

ｅ
ｐ
ｒ
ｏ
」
の
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ

基
盤
を
活
用
し
、
運
営
体

制
の
効
率
化
と
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
推
進
す
る
。
あ
わ

せ
て
、「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
特
性
を
活

か
し
た
Ｓ
Ｅ
Ｏ
お
よ
び
Ａ
Ｉ

検
索
か
ら
の
流
入
強
化
を
目

指
す
。
ま
た
、「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」

に
集
ま
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
レ

ビ
ュ
ー
や
反
響
を
出
版
・
販

促
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
新
た

な
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
に
取
り
組
む
。

③
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
が
採
択
さ
れ

て
い
る
経
済
産
業
省
主
導
の

生
成
Ａ
Ｉ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
」
等
を

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
は
第
三
者
割
当

に
よ
り
、
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ

Ａ
に
普
通
株
式
１
０
０
万
株

（
議
決
権
１
万
個
）
を
割
り

当
て
る
。
調
達
資
金
は
約
22

億
円
。
発
行
済
株
式
総
数
に

対
す
る
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

の
持
株
比
率
は
５
・
21
％
、

総
議
決
権
数
に
対
す
る
議
決

権
比
率
は
５・22
％
と
な
る
。

協
業
の
内
容
は
、
①
両
社

で
連
携
す
る
こ
と
で
、「
ｎ

ｏ
ｔ
ｅ
」
か
ら
の
書
籍
化
を

増
や
し
、
デ
ジ
タ
ル
発
の
次

世
代
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
の
仕

組
み
づ
く
り
を
推
進
。
書
籍

以
外
に
も
、
グ
ッ
ズ
や
イ
ベ

ン
ト
を
前
提
と
し
た
コ
ン
テ

ン
ツ
開
発
を
行
う
。
ま
た
、

「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」
の
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
機
能
等
を
活
用
し
た

作
家
の
収
益
化
支
援
に
共
同

通
じ
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る

健
全
な
デ
ー
タ
流
通
基
盤

の
構
築
に
向
け
て
連
携
す

る
。
具
体
的
に
は
、
著
作
権

者
に
還
元
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
資
産
の
公
正
な
価
値
評
価

に
基
づ
く
収
益
モ
デ
ル
の
構

築
や
、
権
利
関
係
を
明
確
に

し
た
Ｒ
Ａ
Ｇ(

検
索
拡
張
生

成)

モ
デ
ル
の
構
築
に
つ
い

て
共
同
で
実
証
お
よ
び
検
討

を
行
う
。

　
④
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
グ

ル
ー
プ
が
有
す
る
動
画
配
信

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
「
ｎ
ｏ

ｔ
ｅ
」
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
へ
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て
協
議・検
討
を
推
進
。「
ｎ

ｏ
ｔ
ｅ
」
上
で
の
映
像
・
音

声
配
信
を
通
じ
た
ク
リ
エ
イ

タ
ー
と
フ
ァ
ン
の
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
深
化
を
図
る
と
と

も
に
、
両
社
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
間
で
の
会
員
基
盤

の
拡
大
と
新
た
な
収
益
機
会

の
創
出
を
目
指
す
。

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
代
表
取
締
役
Ｃ

Ｅ
Ｏ
・
加
藤
貞
顕
氏
は
「
ｎ

ｏ
ｔ
ｅ
は
『
だ
れ
も
が
創
作

を
は
じ
め
、
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
』
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
作
品

を
発
表
し
、
届
け
、
収
益
を

得
ら
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
す
ば
ら
し
い
原
作
を

多
数
つ
く
り
、
マ
ル
チ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
作
品
を

広
げ
て
い
く
こ
と
を
長
年
続

け
て
き
た
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ

Ａ
と
ご
一
緒
で
き
る
こ
と
は

た
い
へ
ん
光
栄
で
す
。
私
は

か
つ
て
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
ア
ス
キ
ー(

当

時)

に
在
籍
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
、
ご
一
緒
す
る
こ

と
に
な
り
、
不
思
議
な
縁
を

感
じ
て
い
ま
す
。
両
社
で
力

を
合
わ
せ
て
、
Ａ
Ｉ
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
創
作
の
新
し
い

エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
取
締

役
代
表
執
行
役
社
長
Ｃ
Ｅ

Ｏ
・
夏
野
剛
氏
は
「
日
本
最

大
級
の
Ｕ
Ｇ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
締

結
を
、
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。当
社
が
推
進
す
る『
グ

ロ
ー
バ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ

ク
ス
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ

ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
』
戦
略
に
お
い

て
、
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
か
ら
生
ま
れ

る
多
様
な
才
能
や
熱
量
は
、

次
世
代
Ｉ
Ｐ
を
創
出
す
る
重

要
な
源
泉
で
す
。
両
社
の
強

み
を
掛
け
合
わ
せ
、
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
才
能
を
こ
れ
ま
で

に
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
世
界
へ

届
け
る
新
た
な
エ
コ
シ
ス
テ

ム
を
、
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
と
共
に
構

築
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
コ

メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
制
作
開
発
準
備
室
部

長
（
デ
ジ
タ
ル
販
売
部
部
長
）

市
川
博
▽
総
務
部
参
与
［
部
長

待
遇
］（
資
材
部
部
長
）
福
田

則
昭
▽
新
書
編
集
部
部
長
代
理

兼
新
書
編
集
長
兼
ア
ジ
ア
人
物

史
編
集
室
室
長
兼
学
芸
文
庫
準

備
室
室
長
（
新
書
編
集
部
部
長

代
理
兼
新
書
編
集
長
兼
ア
ジ
ア

人
物
史
編
集
室
室
長
兼
新
書
企

画
室
室
長
）
落
合
勝
人

▽
デ
ジ
タ
ル
制
作
開
発
準
備

室
部
長
代
理
兼
デ
ジ
タ
ル
制
作

開
発
準
備
室
室
長
（
デ
ジ
タ
ル

販
売
部
部
長
代
理
）
佐
々
木
勝

▽
制
作
部
部
次
長
兼
コ
ミ
ッ
ク

ス
制
作
課
課
長
兼
デ
ジ
タ
ル
制

作
開
発
準
備
室
委
員
（
制
作
部

部
次
長
兼
コ
ミ
ッ
ク
ス
制
作
課

課
長
）
吉
田
幸
弘

　
▽
第
９
編
集
部
ノ
ン
ノ
編
集

長
［
ブ
ラ
ン
ド
統
括
／
ｎ
ｏ
ｎ

―
ｎ
ｏ
Ｗ
ｅ
ｂ
担
当
］（
第
９

編
集
部
ノ
ン
ノ
編
集
長
［
ブ
ラ

ン
ド
統
括
］）
中
川
友
紀

▽
広
報
部
広
報
課
課
長
（
第

９
編
集
部
ノ
ン
ノ
編
集
長
［
ｎ

ｏ
ｎ
―
ｎ
ｏ
Ｗ
ｅ
ｂ
担
当
］）

中
込
直
子
▽
制
作
部
雑
誌
制
作

課
課
長
兼
デ
ジ
タ
ル
制
作
開
発

準
備
室
委
員
（
制
作
部
雑
誌
制

作
課
課
長
）
後
藤
貴
子

▽
厚
生
部
厚
生
課
副
課
長

（
女
性
誌
企
画
編
集
部
女
性
誌

企
画
副
編
集
長
）
高
橋
則
子

▽
制
作
部
コ
ミ
ッ
ク
ス
制
作

課
副
課
長
兼
デ
ジ
タ
ル
制
作
開

発
準
備
室
副
室
長
（
制
作
部
コ

ミ
ッ
ク
ス
制
作
課
副
課
長
）
大

野
顕
介

締
役〔
資
材
部
、制
作
部
担
当
〕）

浦
崎
ひ
ろ
み
▽
同〔
販
売
部（
雑

誌
販
売
部
、コ
ミ
ッ
ク
販
売
部
、

書
籍
販
売
部
、
デ
ジ
タ
ル
販
売

部
）、
デ
ジ
タ
ル
制
作
開
発
準

備
室
担
当
〕
兼
書
籍
販
売
部
部

長（
同〔
販
売
部（
雑
誌
販
売
部
、

コ
ミ
ッ
ク
販
売
部
、
書
籍
販
売

部
、デ
ジ
タ
ル
販
売
部
）
担
当
〕

兼
書
籍
販
売
部
部
長
）
澤
田
剛

〈
昇
任
〉

▽
資
材
部
部
長
代
理
兼
総
務

部
部
長
代
理
（
総
務
部
部
次
長

兼
総
務
課
課
長
兼
災
害
対
策
室

室
長
）
宮
本
千
絵
▽
制
作
部
書

籍
制
作
課
課
長
（
制
作
部
書
籍

制
作
課
課
長
代
理
）
島
田
雄
一

郎〈所
属
変
更
〉

▽
デ
ジ
タ
ル
販
売
部
部
長
兼

　
出
版
社
の
基
幹
シ
ス
テ
ム

や
書
店
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
提

供
す
る
光
和
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
は
３
月
26
日
、
書
店
シ

ス
テ
ム
を
提
供
す
る
ビ
ジ
ュ

ア
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
株
式
（
保

有
率
86・79
％
）を
取
得
し
た

こ
と
を
発
表
し
た
。
両
社
の

リ
ソ
ー
ス
を
相
互
に
連
携
さ

せ
る
こ
と
で
強
固
な
サ
ー
ビ

ス
基
盤
の
構
築
を
目
指
す
。

光
和
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

は
大
日
本
印
刷
（
Ｄ
Ｎ
Ｐ
）

が
保
有
す
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル

ジ
ャ
パ
ン
の
全
株
式
を
取

得
。
４
月
１
日
か
ら
ビ
ジ
ュ

ア
ル
ジ
ャ
パ
ン
は
光
和
コ
ン

が
「
読
者
に
届
け
た
い
」
と

考
え
る
本
を
選
定
し
企
画
販

売
す
る
「
Ｄ
Ｎ
Ｐ
復
刊
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
に
お
い
て
も
、

出
版
社
が
保
有
す
る
復
刊
可

能
タ
イ
ト
ル
情
報
と
書
店
現

場
の
ニ
ー
ズ
を
効
率
的
に
結

び
つ
け
る
仕
組
み
を
共
に
開

発
す
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
・
シ
ョ
ー
ト
ラ

ン
）
の
普
及
を
通
じ
て
、
製

造
・
流
通
・
販
売
の
一
体
的

な
最
適
化
を
図
る
。
書
店
員

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
グ
ル
ー
プ
企

業
と
な
る
。

　
両
社
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
る
書
店
数
は
１
５
０

０
店
を
超
え
て
お
り
、
連
携

に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
て
現
場
の
読
者

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
新
し
い

流
通
形
態
の
構
築
を
目
指

す
。

　
ま
た
、
光
和
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ジ
ャ
パ

ン
と
連
携
し
、
Ｄ
Ｎ
Ｐ
が
提

唱
す
る
「
未
来
の
出
版
流
通

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
構

築
に
協
力
す
る
。小
ロ
ッ
ト・

短
納
期
を
実
現
す
る
Ｄ
Ｓ
Ｒ

2026.3.31


